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１．研究の目的： 

高齢者自身による学習機会の創造・運営が成功した事例を取り上げ、その成功要因を活動の

運営者を対象とした質的調査により明らかにすることを目的とした。 

２．対象： 

１）調査対象と方法： 

調査対象は、執筆者の個人的ネットワークおよびインターネットを通じて抽出を行った。団

体の抽出基準は、高齢者を対象とした学習のための団体であり、設立・運営者自身が高齢者（65

才以上）、さらに活動継続が 5年以上とした。最終的に 6団体の設立・運営者より調査協力が

得られた。調査は面接聴取法で行ない、不足や追加の調査については、電話とメールで行った。 

２）調査内容： 

面接の際には半構造化した調査票を用いた。項目だては、①活動内容、②活動を思いついた

きっかけとそれを実現するために行ったこと、③組織規模（参加者人数）と継続年数、④運営

方法、⑤活動の理念、⑥活動から得ていること、⑦活動の継続・成功要因、⑧活動に伴う困難、

であった。さらに、団体の活動についてより深く知るために、学習活動の観察や体験、団体の

過去の活動記録（メディア取材記事を含む）の閲覧を行なった。以上のように収集された録音

データの逐語録、メールや電話による回答、活動記録を分析データとした。 

３）分析方法： 

第１ステップとして、設立・運営者の意見を中心としつつも、執筆者の観察や活動に参加し

た経験、活動記録などによって、その意見の検証も試みながら、活動の継続・発展に関連した

特徴を抽出した。分析は団体ごとに行った。 

第２ステップとして、分析１で得た特徴がどのような分布となっているのか、団体ごと、さ

らに設立・運営者の発言の中に何度登場しているかを見ることで、その普遍性を検証した。 

３．結果: 

１）成功につながった特徴： 

(1)現役時代の知識、経験をより深めながら新しいチャレンジがある、(2)シニアの視点 

がある、(3)プログラムの質へのこだわり、(4)実際に役立つ、(5)経済的負担の軽減、(6)心理的

負担の軽減、(7)仲間意識を深める工夫、(8)主体的に参加できる、(9)活動内容、活動による効

果を認識できる、(10)設立・経営者の自己理念の達成、(11)社会貢献的な活動、という特徴が

抽出された。 

２）分析結果で得られた 11の特徴の普遍性 

(4)実際に役立つ、(6)心理的負担の軽減、(9)活動内容、活動による効果を認識できる、を除

いて、ほとんどすべての団体に該当する特徴であった。設立・運営者の発言に登場する頻度は、

(1)シニアの視点、が 27回、次いで(1)現役時代の知識、経験をより深めながら新しいチャレン

ジがある、が 18回、(3)プログラムへのこだわり、が 12回で、設立・運営者の設立時の思い、

発想、視点に関わる特徴に関する発言が突出して多かった。 

 

 



４．考察: 

住民組織への参加・継続要因、たとえば、ボランティア組織については，参加継続理由には、

「組織的サポートによる好ましい作業環境」という「客観的誘因」と，「業務の魅力」「集団

の魅力」「参加による自尊心の獲得」という「主観的誘因」が関連することが明らかにされて

いる。本研究においても、高齢者自身による学習機会の創造・運営の成功事例において、(5)

経済的負担の軽減、(6)心理的負担の軽減、といった「客観的誘因」、(3)プログラムの質への

こだわり、(4)実際に役立つ、(7)仲間意識を深める工夫、(8)主体的に参加できる、(9)活動内容、

活動による効果が認識できる、(11)社会貢献的な活動、という「主観的誘因」が影響している

ことが明らかにされた。すなわち、ボランティア組織における一般的な参加・継続要因が、高

齢者自身による学習機会の創造の成功要因としても共通してみられることが示唆された。加え

て、本研究では、高齢者自身による学習機会の創造に特有の成功要因もそこには存在すること

も示唆された。それは、(1)現役時代の知識、経験をより深めながら新しいチャレンジがある、

(2)シニアの視点がある、(10)設立・運営者の自己理念の達成、であった。これらの要因は、高

齢者自身による団体の立ち上げの大きな動機となり、その思いが自己実現につながり、活動を

継続する意欲にもつながっていた。ただし、学習活動への関与の内容にはかなりの差がみられ、

①高齢者である設立・運営者が、学習者（高齢者）と共に学習活動をせず、運営だけに携わっ

ている者、②学習者と活動をしながらも、その活動のために学習者の講師役やリーダー役を併

せ持った役割をしている者、③学習者と肩を並べ学習活動を行っている者に区分された。自分

自身が学習することに意味を見出している設立・運営者は一部であり、学習活動の場や機会を

提供する活動を通じて自己実現を図ろうという人の方が多かった。 
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